
 

 

 

 
 
 
 

青空の下 入学式 挙行 
 令和２年４月９日（木）、「入学式」を挙行しました。新１年生の保護者や地域の方々のご理解ご

協力の下、コロナウイルス感染防止策といたしまして、運動場で行いました。新１年生１３１名が

無事入学式に参加することができました。ありがとうございました。 

 青空の下、氏名を呼ばれた新１年生の元気は返事の声が、運動場に響き渡りました。少し暑いく

らいでしたが、風もさわやかで、運動場の桜の花をバックに気持ちの良い入学式でした。 

 また、野村交番の笘本さん等のご厚意で、運動場には「おめでとう」と表示したパトカーを置い

てくださり、新１年生をお祝いしてくださいました。 

 新１年生の皆さんには、校長先生から頑張ってほしいことを３つお話ししました。 

① お話している人の顔を見て話を聞き、途中であきらめずがんばり、「しっかり学ぶ子」にな

ってください。 

② たくさんの本を読んだり、お友達と仲良くしたりして、何かしてもらったら「ありがと

う」、誰かが困っていたら「どうしたの」と声のかけられる、「心の優しい子」になってく

ださい。 

③ 元気に遊び、進んで運動して、「体も心も元気な子」になってください。マスクをしたり、

手洗いをしたりして、自分の体を守りましょう。 

 笠縫小学校のみんなは、新１年生の皆さんとこの１年いっしょに過ごせることをとても楽しみに

しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生から６年生までは、教室で「始業式・新任式」を校内放送と電子黒板で行いました。担任

発表は、放送では行わず、担任が教室に現れ、自己紹介するという出会いをしました。 

 久しぶりに学校に来て、久しぶりに先生や友達に出会って、うれしそうな子どもたちでした。 

新しい教科書を見ながら、「どんな勉強があるのかな」「こんなことをがんばろう」という期待や意

欲が感じられました。全校７０２名、今の気持ちを大切にしていきましょう。 

 学校再開日まで休校が続きますが、生活リズムを整え、ご家族で話し合って、自分で計画的に 

学習や運動、遊びをして、学校がいつ始まってもいいように、心も体も準備しておいてほしいと思

っています。 

 コロナウイルス感染の終息が見えず、大変苦しい時期ですが、子どもたちや保護者、地域の皆さ

んとともにこの時期を乗り越えていきたいと思っています。ご協力をよろしくお願いします。 
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